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情報センターの取組み
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昨年度浚渫工事の振り返り

①航路泊地浚渫（夢洲沖）
令和３年７月～令和４年2月 夜間作業

②主航路浚渫
令和３年９月～令和４年2月 日出～日没
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昨年度浚渫工事の振り返り①

： 浚渫範囲大阪北防波堤灯台

大阪南防波堤灯台

夢 洲

0 1,000(ｍ)

夢洲沖泊地浚渫範囲

航路泊地浚渫（夢洲沖）
夜間作業

夢洲

舞洲



： 浚渫範囲大阪北防波堤灯台

大阪南防波堤灯台

夢 洲

0 1,000(ｍ)

夢洲沖泊地浚渫範囲
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待機場所より浚渫船
が現場へ移動開始する前に
情報センターから情報提供

昨年度浚渫工事の振り返り①



： 浚渫範囲大阪北防波堤灯台

大阪南防波堤灯台

夢 洲

0 1,000(ｍ)

夢洲沖泊地浚渫範囲

夢洲入出港船の
妨げになる可能性
があれば事前退避
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昨年度浚渫工事の振り返り①



昨年度浚渫工事の振り返り①

動静情報の提供
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了解しました。では、
TOYOMARUの出港時間に
変更あれば連絡します。

前年度浚渫工事の振り返り①

TOYOMARUの出港が
23:00 ⇒ 22:30 に早まりました。

了解、その時間帯には
浚渫船を退避させます。

本日の夜間浚渫を開始します。
C10のTOYOMARUが出港する前に
浚渫船を退避させる予定です。

施工者との連絡体制
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情報センター

施工者



昨年度浚渫工事の振り返り②
（主航路浚渫：行き会い調整）

夢 洲

夢咲トンネル
大阪南防波堤灯台

北ふ頭

大阪北防波堤灯台

緑色灯付浮標

赤色灯付浮標

大阪第二号灯浮標
0 1,000(m)

： 主航路大関門外側

： 主航路大関門内側

主航路浚渫範囲
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咲 洲



浚渫船側方における行き会い防止
のための運航調整

・ 調整対象は、
➡ 総トン数 1万トン以上の船舶同士

➡ 総トン数 1万トン以上の船舶と、
総トン数 500トン以上～1万トン未満の船舶

※ 通常の大関門付近における行き会い調整と同様
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昨年度浚渫工事の振り返り②
（主航路浚渫：行き会い調整）



① 大阪港湾局作成の 『運航調整一覧表』 より

大阪港航行安全情報センターが、行き会う可能性のある船舶
を抽出 ⇒ ポートラジオ、工事受注者に情報共有

② 情報センターおよび、おおさかポートラジオ共同で、
運航調整範囲において行き会う可能性のある船舶の情報収集
かつ、調整の必要があれば、関係先へ働きかけを行う

③ ポートラジオから船舶への行き会い防止の要請
ポートラジオから、行き会う可能性のある
相手船の動静情報を提供 11

昨年度浚渫工事の振り返り②
（主航路浚渫：行き会い調整）
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昨年度浚渫工事の振り返り②
（主航路浚渫：行き会い調整）

行き会い船情報の提供
※浚渫期間中のみ



おおさかポートラジオ

入出港船

船舶代理店

各関係手配先
（管制室・水先人・タグボート・綱取り）

入出港船の時間を
XX:XX に早めたい

運航調整

大阪港航行安全
情報センター

三者通話にて
関係先へ変更連絡

大関門や合流部付近
行き会いなし

当日入出港船の

予定時間が前後することで
行き会い発生の可能性有

入（出）港船に大型船を
待ってもらいたい

大型船を待って
浚渫船側を航過
してください

常時
情報共有
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昨年度浚渫工事の振り返り②
（主航路浚渫：行き会い調整）



入港船

出港船

大型船は広い海域での行き会い
原則浚渫船側方では１列航行

昨年工事期間中は浚渫船側方
での危険な行き会いは発生せず

浚渫船団

入港船
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昨年度浚渫工事の振り返り②
（主航路浚渫：行き会い調整）



浚渫期間中情報センターの取り組み（他）

浚渫作業中の
土運船との無線交信

土運船へ動静情報提供
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浚渫作業中の
土運船との無線交信

これから浚渫場所より
移動開始します
（or浚渫現場へ向かいます）

了解しました。入（出）港船
TOYOMARUが浚渫船側方
を通過し終えてから移動開始
して下さい。
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浚渫期間中情報センターの取り組み（他）



： 浚渫範囲大阪北防波堤灯台

大阪南防波堤灯台

夢 洲

0 1,000(ｍ)

夢洲沖泊地浚渫範囲

今後の工事について

夢洲C10沖における
浚渫作業
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： 浚渫範囲大阪北防波堤灯台

大阪南防波堤灯台

夢 洲

0 1,000(ｍ)

夢洲沖泊地浚渫範囲

今後の工事について
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夢洲入出港船の離着岸に支障のないよう
情報センターと施工業者間で連絡を取り合う
※昨年度夢洲沖泊地浚渫同様



今後の工事について
夢洲入出港船の離着岸による
施工不可想定範囲に従って
浚渫船が事前退避 （※図はLOA250mの船舶操船例）

例） C10

入港船
例）C10
出港船 19



浚渫工事期間中はご理解とご協力をいただき

感謝申し上げますとともに

これから先も航路・泊地浚渫は続きますので

今後ともご協力をお願いいたします

本日は御時間いただき
ありがとうございました
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